
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
板状部材からなる導光板の入射面に配置した光源から前記入射面に照明光を入射し、前記
照明光を屈曲して前記導光板の出射面より出射するサイドライト型面光源装置において、
所定の保持部材に、前記導光板と、前記導光板の出射面と対向する底面側に配置されて、
前記底面より漏れ出す前記照明光を反射する反射部材とを保持し、
前記保持部材は、
前記導光板を側面より囲む側板と、前記底面側にて前記側板を結ぶ桟により形成され、
前記サイドライト型面光源装置は、
前記反射部材及び前記保持部材間に光量補正面を形成し、
前記光量補正面は、
前記反射部材を透過し、前記桟により反射して前記導光板に戻る照明光と、
前記反射部材を透過し、前記桟間の開口部にて前記導光板に戻る照明光との光量がほぼ等
しくなるように、前記反射部材を透過した前記照明光の光量を補正する
ことを特徴とするサイドライト型面光源装置。
【請求項２】
前記桟は、光反射率の高い部材により形成され、
前記反射部材は、反射シートであり、
前記光量補正面は、前記反射シートの前記桟側の面に、光吸収率の高いインクを印刷して
形成された
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ことを特徴とする請求項１に記載のサイドライト型面光源装置。
【請求項３】
前記桟に対応して、前記インクを選択的に印刷した
ことを特徴とする請求項２に記載のサイドライト型面光源装置。
【請求項４】
前記桟は、光反射率の高い部材により形成され、
前記反射部材は、反射シートであり、
前記光量補正面は、前記桟の前記反射シート側の面に、光吸収率の高いインクを印刷して
形成された
ことを特徴とする請求項１に記載のサイドライト型面光源装置。
【請求項５】
前記桟は、光反射率の高い部材により形成され、
前記反射部材は、反射シートであり、
前記光量補正面は、前記反射シート及び前記桟の間に、光吸収率の高いシート状部材、又
は光吸収率が部分的に高いシート状部材を介挿して形成された
ことを特徴とする請求項１に記載のサイドライト型面光源装置。
【請求項６】
前記桟は、光反射率の低い部材により形成され、
前記反射部材は、反射シートであり、
前記光量補正面は、前記反射シートの前記桟側の面に、光反射率の高いインクを印刷して
形成された
ことを特徴とする請求項１に記載のサイドライト型面光源装置。
【請求項７】
前記桟に対応して、前記インクを選択的に印刷した
ことを特徴とする請求項６に記載のサイドライト型面光源装置。
【請求項８】
前記桟は、光反射率の低い部材により形成され、
前記反射部材は、反射シートであり、
前記光量補正面は、前記桟の前記反射シート側の面に、光反射率の高いインクを印刷して
形成された
ことを特徴とする請求項１に記載のサイドライト型面光源装置。
【請求項９】
前記桟は、光反射率の低い部材により形成され、
前記反射部材は、反射シートであり、
前記光量補正面は、前記反射シート及び前記桟の間に、光反射率の高いシート状部材、又
は光反射率が部分的に高いシート状部材を介挿して形成された
ことを特徴とする請求項１に記載のサイドライト型面光源装置。
【請求項１０】
板状部材である導光板の入射面に配置した光源から前記入射面に照明光を入射し、前記照
明光を屈曲して前記導光板の出射面より出射するサイドライト型面光源装置において、
所定の保持部材に、
前記導光板と、
前記導光板の出射面と対向する底面側に配置されて、前記底面より漏れ出す前記照明光を
反射する反射部材とを保持し、
前記保持部材は、
前記導光板を側面より囲む側板と、前記底面側にて前記側板を結ぶ桟により形成され、
前記反射部材を透過し、前記桟により反射して前記導光板に戻る照明光と、
前記反射部材を透過し、前記桟間の開口部にて前記導光板に戻る照明光との光量がほぼ等
しくなるように、前記桟の光反射率が選定された
ことを特徴とするサイドライト型面光源装置。
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【請求項１１】
被照明対象の背面に配置したサイドライト型面光源装置により、前記被照明対象を照明す
る表示装置において、
前記サイドライト型面光源装置は、
板状部材である導光板の入射面に配置した光源から前記入射面に照明光を入射し、前記照
明光を屈曲して前記導光板の出射面より出射し、
所定の保持部材に、前記導光板と、前記導光板の出射面と対向する底面側に配置されて、
前記底面より漏れ出す前記照明光を反射する反射部材とを保持し、
前記保持部材は、
前記導光板を側面より囲む側板と、前記底面側にて前記側板を結ぶ桟により形成され、
前記表示装置は、
前記保持部材の背面に、光量補正部材を配置し、
前記光量補正部材は、
前記反射部材を透過し、前記桟により反射して前記導光板に戻る照明光と、
前記反射部材を透過し、前記桟間の開口部にて前記導光板に戻る照明光との光量がほぼ等
しくなるように、前記開口部を透過して戻る照明光の光量を補正する
ことを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、サイドライト型面光源装置及び表示装置に関し、例えば入射面より遠ざかるに
従って導光板の板厚が薄くなるように形成されたサイドライト型面光源装置と、このサイ
ドライト型面光源装置を適用した液晶表示装置に適用するものである。本発明は、反射部
材と保持部材との間に光量補正面を形成し、又は保持部材の背面に光量補正部材を配置し
、保持部材の桟の部分における照明光光量と、開口の部分における照明光光量がほぼ等し
くなるように、光量補正面又は光量補正部材により反射光量を補正することにより、又は
積層したシート材により反射部材を形成することにより、桟に沿った輝度ムラを有効に回
避して、高品位の照明光を出射できるようにする。
【０００２】
【従来の技術】
従来、例えば液晶表示装置においては、サイドライト型面光源装置により液晶表示パネル
を照明し、これにより全体形状を薄型化するようになされている。
【０００３】
すなわちサイドライト型面光源装置は、棒状光源でなる一次光源を板状部材（すなわち導
光板でなる）の側方に配置し、この一次光源より出射される照明光を導光板の端面より導
光板に入射する。さらにサイドライト型面光源装置は、この照明光を屈曲して、導光板の
平面より液晶表示パネルに向けて出射し、これにより全体形状を薄型化できるようになさ
れている。
【０００４】
このようなサイドライト型面光源装置は、ほぼ均一な板厚により導光板を形成した方式の
ものと、一次光源より遠ざかるに従って導光板の板厚を徐々に薄く形成した形式のものと
があり、後者は、前者に比して効率良く照明光を出射することができる。
【０００５】
すなわち図７は、この後者のサイドライト型面光源装置の一例を示す分解斜視図であり、
図８は、図７をＡ－Ａ線で切り取って示す断面図である。このサイドライト型面光源装置
１は、導光板２の側方に一次光源３を配置し、反射部材としての反射シート４、導光板２
、光拡散シート５、光制御部材でなるプリズムシート６及び７、弱い光拡散性を有するシ
ート材からなる保護シート８を順次積層して形成される。このうち一次光源３は、冷陰極
管でなる蛍光ランプ９の周囲を、リフレクター１０で囲って形成され、リフレクター１０
の開口側より導光板２の端面２Ａに照明光を入射する。ここでリフレクター１０は、入射
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光を正反射又は乱反射する例えばシート材により形成される。
【０００６】
導光板２は、例えばアクリル（ＰＭＭＡ樹脂）を射出成形して断面楔型形状に形成され、
端面でなる入射面２Ａより一次光源３の照明光を入射する。これにより導光板２は、反射
シート４側平面（以下斜面と呼ぶ）２Ｂと光拡散シート５側平面（以下出射面と呼ぶ）２
Ｃとの間を繰り返し反射して照明光を伝搬し、この斜面２Ｂ及び出射面２Ｃにおける反射
の際に、臨界角以下の成分を斜面２Ｂ及び出射面２Ｃより出射する。
【０００７】
さらにこの導光板２は、斜面２Ｂに光拡散面２Ｄが形成される。ここでこの光拡散面２Ｄ
は、入射面２Ａ側より楔型先端に向かって光拡散の程度が順次増大するように、例えば炭
酸マグネシウム、酸化チタン等を顔料にしてなる光拡散性のインクを選択的に付着して形
成される。なお光拡散面２Ｄは、光拡散性のインクに代えて斜面２Ｂを部分的に梨地面（
シボ面、粗面）に形成して作成される場合もある。この場合も同様に光拡散面２Ｄは、一
定のピッチで、あるいはランダムに、例えば矩形形状に梨地面の領域を形成し、入射面２
Ａ側より楔型先端に向かって各矩形形状領域の面積が増大するように形成される。これに
より導光板２は、楔型先端側で低減する出射光量を補正し、出射光の光量分布を均一化す
る。
【０００８】
このようにして照明光を拡散させるものの、導光板２は、基本的には、斜面２Ｂ及び出射
面２Ｃとの間を繰り返し反射して照明光を伝搬しながら、斜面で反射する毎に出射面に対
する照明光の入射角を低減し、このうち臨界角以下の成分を出射面２Ｃより出射するもの
である。従って出射面２Ｃより出射される照明光は、主たる出射方向が楔型形状の先端方
向に傾いて形成される。
【０００９】
反射シート４は、金属箔等でなるシート状の正反射部材、又は白色ＰＥＴフィルム等でな
るシート状の乱反射部材により形成され、斜面２Ｂより漏れ出す照明光を反射して導光板
２に入射し、これにより照明光の利用効率を向上させる。
【００１０】
プリズムシート６及び７は、導光板２の指向性を補正するために配置され、光拡散シート
５は、出射面２Ｃ側より斜面２Ｂの光拡散面２Ｄが認識されないように、さらには照明光
により照らし出される導光板２の各部の輝き、影等を目立たなくするように配置される。
【００１１】
すなわち光拡散シート５は、導光板２より出射される照明光を拡散して射出する。プリズ
ムシート６及び７は、ポリカーボネート等の透光性のシート材で形成され、導光板２と対
向する側とは逆側の面にプリズム面が形成される。このプリズム面は、一方向にほぼ平行
に延長する断面三角形形状の突起が繰り返されて形成され、この例の場合、導光板２側の
プリズムシート６は、この突起が入射面２Ａと平行に延長するように、プリズムシート７
は、この突起が入射面２Ａと直交する方向に延長するように配置される。
【００１２】
これによりプリズムシート６及び７は、この三角形形状の突起の斜面で、出射光の主たる
出射方向を出射面２Ｃの正面方向に補正する。なおプリズムシートとしては、両面にプリ
ズム面を形成した構造のいわゆる両面プリズムシートを用いる場合もある。これによりこ
のサイドライト型面光源装置１では、ほぼ均一な板厚により導光板を形成した方式のサイ
ドライト型面光源装置に比して、出射光を正面方向に効率良く出射できるようになされて
いる。
【００１３】
保護シート８は、このプリズムシート７の表面をキズつき等から保護すると共に、プリズ
ムシート６及び７により補正された出射光の指向性を緩和して、出射光の視野角を拡大す
る。これによりサイドライト型面光源装置１では、出射面の正面方向に、所望の広がりで
照明光を出射する。
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【００１４】
このような基本的な構造に係るサイドライト型面光源装置１（図７）は、所定のフレーム
１１に光学部品が一体に保持され、液晶表示パネルと組み合わされる。ここでフレーム１
１は、例えば白色の樹脂を射出成形して形成され、サイドライト型面光源装置１の周囲を
囲む側板１１Ａと、この側板１１Ａを塞ぐ底面により構成される。この底面は、導光板２
の斜面側を縁取りすると共に、所定位置で側面１１Ａを接続する薄板の桟１１Ｂにより形
成される。フレーム１１は、この桟１１Ｂにより成形時におけるフレーム１１の変形を低
減できるようになされている。またフレーム１１は、この桟１１Ｂの所定位置が図面にて
下方に突出して、この突出した部分にねじ孔が形成されるようになされており、このねじ
孔を用いて背面側に液晶表示パネル等の駆動基板（図示せず）を保持し、充分な強度を確
保すると共に、全体重量を低減するようになされている。
【００１５】
これによりサイドライト型面光源装置１は、一次光源３をフレーム１１の所定位置に保持
した後、順次反射シート４、導光板２等をフレーム内に配置し、その後棒状の保持部材１
２を出射面側、一次光源３側にフレーム１１を配置して、組み立てられる。さらにサイド
ライト型面光源装置１では、導光板２の出射面上に光拡散シート５、プリズムシート６、
７及び保護シート８が順次積層されて保持されるようになされている。
【００１６】
【発明が解決しようとする課題】
ところでこの種のサイドライト型面光源装置１について出射面を詳細に観察したところ、
このフレーム１１の桟１１Ｂに沿って輝度レベルが部分的に増大し、輝度ムラが発生して
いることが判った。
【００１７】
このフレーム１１の桟１１Ｂに沿った輝度ムラを低減することができれば、さらにこの種
のサイドライト型面光源装置について、出射光の品位を向上することができる。
【００１８】
本発明は以上の点を考慮してなされたもので、フレームの桟に沿った輝度ムラを低減する
ことができるサイドライト型面光源装置及び表示装置を提案しようとするものである。
【００１９】
【課題を解決するための手段】
かかる課題を解決するため本発明においては、板状部材である導光板の入射面から入射し
た照明光を屈曲して出射面より出射するサイドライト型面光源装置に適用する。このサイ
ドライト型面光源装置において、所定の保持部材に、導光板と、導光板の出射面と対向す
る底面側に配置されて、底面より漏れ出す照明光を反射する反射部材とを保持し、この保
持部材が、導光板を側面より囲む側板と、底面側にて側板を結ぶ桟により形成される場合
に、反射部材及び保持部材間に光量補正面を形成し、この光量補正面で、反射部材を透過
し、桟により反射して導光板に戻る照明光と、反射部材を透過し、桟間の開口部にて導光
板に戻る照明光との光量がほぼ等しくなるように、反射部材を透過する照明光の光量を補
正する。
【００２０】
このとき、光反射率の高い部材によりこの桟を形成する場合、反射部材としての反射シー
トの桟側の面に、光吸収率の高いインクを印刷して光量補正面を形成する。
【００２１】
さらにこのとき桟に対応して、インクを選択的に印刷する。
【００２２】
また光反射率の高い部材によりこの桟を形成する場合、桟の反射シート側の面に、光吸収
率の高いインクを印刷して光量補正面を形成し、又は反射シート及び桟の間に、光吸収率
の高いシート状部材を介挿して光量補正面を形成する。
【００２３】
また光反射率の低い部材により桟を形成する場合、反射シートの桟側の面に、光反射率の

10

20

30

40

50

(5) JP 3543910 B2 2004.7.21



高いインクを印刷して光量補正面を形成する。
【００２４】
さらにこのとき桟に対応して、インクを選択的に印刷する。
【００２５】
さらに光反射率の低い部材により桟を形成する場合、桟の反射シート側の面に、光反射率
の高いインクを印刷して光量補正面を形成し、又は反射シート及び桟の間に、光反射率の
高いシート状部材を介挿して光量補正面を形成する。
【００２６】
また同様のサイドライト型面光源装置において、反射部材を透過し、桟により反射して導
光板に戻る照明光と、反射部材を透過し、桟間の開口部にて導光板に戻る照明光との光量
がほぼ等しくなるように、桟の光反射率を選定する。
【００２７】
さらにこのようなサイドライト型面光源装置により被照明対象を照明する表示装置におい
て、保持部材の背面に、光量補正部材を配置し、この光量補正部材により、反射部材を透
過し、桟により反射して導光板に戻る照明光と、反射部材を透過し、桟間の開口部にて導
光板に戻る照明光との光量がほぼ等しくなるように、開口部を透過して戻る照明光の光量
を補正する。
【００２８】
また同様のサイドライト型面光源装置に適用して、複数のシート材を積層して反射部材を
形成する。
【００２９】
サイドライト型面光源装置において、導光板等を保持する保持部材の底面が桟により形成
される場合に、反射部材及び保持部材間に形成した光量補正面により、反射部材を透過し
て桟により反射して導光板に戻る照明光と、反射部材を透過して桟間の開口部にて導光板
に戻る照明光との光量がほぼ等しくなるように、照明光の光量を補正すれば、桟の部分と
開口部の部分とで出射光の輝度レベルをほぼ等しく設定することができる。
【００３０】
このとき、光反射率の高い部材によりこの桟を形成する場合、反射部材としての反射シー
トの桟側の面に、光吸収率の高いインクを印刷して光量補正面を形成して、さらには桟に
対応してこのインクを選択的に印刷して光量補正面を形成すれば、簡易に輝度ムラを補正
することができる。
【００３１】
またこれに代えて、桟の反射シート側の面に、光吸収率の高いインクを印刷して光量補正
面を形成し、又は反射シート及び桟の間に、光吸収率の高いシート状部材を介挿して光量
補正面を形成しても、簡易に輝度ムラを補正することができる。
【００３２】
また光反射率の低い部材により桟を形成する場合、反射シートの桟側の面に、光反射率の
高いインクを印刷して光量補正面を形成して、さらには桟に対応してこのインクを選択的
に印刷して光量補正面を形成して、簡易に輝度ムラを補正することができる。
【００３３】
またこれに代えて、桟の反射シート側の面に、光反射率の高いインクを印刷して光量補正
面を形成し、又は反射シート及び桟の間に、光反射率の高いシート状部材を介挿して光量
補正面を形成しても、簡易に輝度ムラを補正することができる。
【００３４】
また同様のサイドライト型面光源装置において、桟の光反射率を選定しても、簡易に輝度
ムラを補正することができる。
【００３５】
さらにこのようなサイドライト型面光源装置により被照明対象を照明する表示装置におい
て、保持部材の背面に配置した光量補正部材により、反射部材を透過し、桟により反射し
て導光板に戻る照明光と、反射部材を透過し、桟間の開口部にて導光板に戻る照明光との
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光量がほぼ等しくなるように、開口部を透過して戻る照明光の光量を補正しても、桟の部
分と開口部の部分とで出射光の輝度レベルをほぼ等しく設定することができる。
【００３６】
また同様のサイドライト型面光源装置に適用して、複数のシート材を積層して反射部材を
形成すれば、一枚の厚手のシート材により反射部材を形成する場合に比して、輝度ムラを
低減することができる。
【００３７】
【発明の実施の形態】
以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施の形態を詳述する。
【００３８】
（１）第１の実施の形態
図１は、図６との対比により本発明の第１の実施の形態に係るサイドライト型面光源装置
を示す分解斜視図である。このサイドライト型面光源装置２０は、フレーム１１に反射部
材としての反射シート２１、導光板２等を配置して形成される。
【００３９】
ここでフレーム１１は、照明光を効率良く反射する反射率の高い白色の樹脂を射出成形し
て、従来と同一形状に形成される。これに対して反射シート２１は、白色ＰＥＴフィルム
等でなるシート状の乱反射部材に、反射率の低い灰色のインク２１Ａを部分的に印刷して
光量補正面が形成される。ここで図２に示すように、この灰色のインク２１Ａは、導光板
２と逆側の面に、フレーム１１の桟１１Ｂに重なるように、反射シート２１に選択的に印
刷される。
【００４０】
これにより反射シート２１は、この反射シート２１を透過した照明光を遮光し、この照明
光がフレーム１１の桟１１Ｂにより反射して導光板２に入射しないようになされている。
【００４１】
以上の構成において、蛍光ランプ９から射出された照明光は（図１）、直接に、又はリフ
レクター１０で反射した後、入射面２Ａより導光板２の内部に入射し、この照明光が斜面
と出射面との間で反射を繰り返しながら、導光板２の内部を伝搬する。このときこの照明
光は、斜面で反射する毎に全体的に出射面に対する入射角が低下し、出射面に対して臨界
角以下の成分が出射面より出射される。この出射面より出射された照明光は、光拡散シー
ト５を透過した後、プリズムシート６、７、保護シート８により指向性が補正され、この
保護シート８の前面に配置された液晶表示パネル等を照明する。
【００４２】
このようにして導光板２の内部を伝搬する照明光は、斜面における反射の際に、出射面の
場合と同様に、斜面に対する入射角が徐々に低下することにより、また斜面に形成された
光拡散面により散乱を受けることにより、一部が斜面より漏れ出し（図２）、この漏れ出
した照明光Ｌ１が斜面側に配置された反射シート２１により乱反射されて、導光板２の内
部に戻される。
【００４３】
このときこの斜面より漏れ出した照明光の一部は、反射シート２１を透過し、反射シート
２１に光量補正面が形成されていない場合、フレーム１１の桟１１Ｂにより反射されて、
導光板２の内部に戻されることになり、これにより桟１１Ｂの部分と、桟１１Ｂ間の開口
１１Ｃの部分とで出射面からの出射光に輝度ムラが発生することになる。
【００４４】
これに対してこの実施例においては、この反射シート２１を透過した照明光の一部が、灰
色のインク２１Ａにより遮光され、これにより開口１１Ｃの部分で導光板２の内部に戻る
照明光Ｌ１Ｃに対して、桟１１Ｂの部分で導光板２の内部に戻る照明光Ｌ１Ｂの光量がほ
ぼ等しい光量に保持され、輝度ムラが有効に回避される。
【００４５】
以上の構成によれば、反射シート２１に灰色のインクを印刷するだけの簡易な構成により
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、開口１１Ｃの部分で導光板２の内部に戻る照明光Ｌ１Ｃと、桟１１Ｂの部分で導光板２
の内部に戻る照明光Ｌ１Ｂをほぼ等しい光量に保持することができ、これによりフレーム
の桟１１Ｂに沿った輝度ムラを有効に回避することができる。
【００４６】
（２）第２の実施の形態
図３は、本発明の第２の実施の形態に係るサイドライト型面光源装置に適用されるフレー
ムを示す斜視図である。この実施の形態に係るサイドライト型面光源装置においては、図
７について上述したフレーム１１に代えて、このフレーム２５が適用される。
【００４７】
ここでこのフレーム２５は、図６について上述したフレーム１１と同一形状に、白色の樹
脂を射出成形して形成される。さらにこのフレーム２５は、桟２５Ｂの部分、導光板２側
に、灰色のインク２６が印刷され、これによりこの桟２５Ｂの導光板２側に光吸収面によ
る光量補正面が形成される。
【００４８】
これによりフレーム２５は、反射シートを透過して桟２５Ｂに入射する照明光の一部をこ
の灰色のインク２６により吸収して、この照明光が桟２５Ｂの部分で反射して導光板２の
内部に戻らないようになされている。
【００４９】
図３に示す構成によれば、反射シートに代えて、フレーム２５の桟２５Ｂに光吸収面によ
る光量補正面を形成しても、第１の実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００５０】
（３）第３の実施の形態
図４は、本発明の第３の実施の形態に係るサイドライト型面光源装置を示す分解斜視図で
ある。このサイドライト型面光源装置３０では、フレーム１１及び反射シート４間に光量
補正シート３１を介挿する。なおこの図４においては、導光板２の出射面側に配置される
プリズムシート等については、記載を省略する。また図６について上述した従来構成と同
一の構成は、対応する符号を付して示し、重複した説明は省略する。
【００５１】
ここで光量補正シート３１は、光吸収率の大きな、黒色のシート材により形成され、反射
シート４を透過した照明光を吸収する。これにより光量補正シート３１は、桟１１Ｂの部
分についても、開口１１Ｃの部分についても、この透過した照明光が導光板２側に戻らな
いようにし、桟１１Ｂにより反射して導光板２に戻る照明光と、桟１１Ｂ間の開口部にて
導光板２に戻る照明光との光量がほぼ等しくなるように、反射シート４を透過した照明光
の透過光量を補正する。
【００５２】
図４に示す構成によれば、フレーム１１及び反射シート４間に光量補正シート３１を介挿
し、この光量補正シート３１により反射シート４の透過光を吸収して、反射シート４を透
過した照明光の光量を補正しても、第１の実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００５３】
（４）第４の実施の形態
この実施の形態においては、光吸収率の高い黒色の樹脂によりフレームを形成する。なお
この第４の実施の形態においては、このフレーム及び反射シート以外の構成は、第１の実
施の形態と同一でなることにより、フレーム４１及び反射シートの符号４１及び４２を括
弧書きにより示して、この第１の実施の形態に係る図１を流用してこの実施の形態に係る
サイドライト型面光源装置４０を説明する。
【００５４】
すなわちこの実施の形態において、反射シート４２は、白色ＰＥＴフィルム等でなるシー
ト状の乱反射部材に、反射率の高い銀色のインク４２Ａを部分的に印刷して光量補正面が
形成される。ここでこのインク４２Ａは、導光板２と逆側の面に、フレーム４１の桟４１
Ｂに重なるように、反射シート４２に選択的に印刷される。
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【００５５】
これにより反射シート４２は、この反射シート４２を透過した照明光のうち、桟４１Ｂの
部分では、インク４２Ａで反射して導光板２に戻すようになされている。
【００５６】
すなわちこの種のサイドライト型面光源装置は、液晶表示パネルの面光源装置として使用
される。この場合サイドライト型面光源装置４０の背面には、放熱用、シールド用のアル
ミパネル等が配置され、開口４１Ｃを通過した照明光がこのアルミパネル等で反射して導
光板２に戻る場合がある。この場合サイドライト型面光源装置４０では、桟４１Ｂの部分
に比して開口４１Ｃの部分で輝度レベルが増大するようになる。
【００５７】
これによりこの実施の形態では、反射シート４２のフレーム側にインク４２Ａを選択的に
印刷して光量補正面を形成し、桟４１Ｂにより反射して導光板２に戻る照明光と、桟４１
Ｂ間の開口部にて導光板２に戻る照明光との光量がほぼ等しくなるように、反射シート４
を透過した照明光の透過光量を補正する。
【００５８】
この第４の実施の形態によれば、フレーム４１を光反射率の低い部材により形成する場合
に、反射シート４２に銀色のインクを印刷して光量補正面を形成するだけの簡易な構成に
より、フレームの桟４１Ｂに沿った輝度ムラを有効に回避することができる。
【００５９】
（５）第５の実施の形態
この実施の形態においては、光吸収率の高い黒色の樹脂によりフレームを形成する。なお
この第５の実施の形態においては、このフレーム以外の構成は、第２の実施の形態と同一
でなることにより、フレームの符号４５を括弧書きにより示して、この第２の実施の形態
に係る図３を流用してこの実施の形態に係るサイドライト型面光源装置を説明する。
【００６０】
ここでこのフレーム４５は、図７について上述したフレーム１１と同一形状に、黒色の樹
脂を射出成形して形成される。さらにこのフレーム２５は、桟４５Ｂの部分、導光板２側
に、銀色のインク４６が印刷され、これによりこの桟４５Ｂの導光板２側に光反射面によ
る光量補正面が形成される。
【００６１】
この第５の実施の形態によれば、光吸収率の高い黒色の樹脂によりフレームを形成する場
合に、フレーム４５の桟４５Ｂに光反射面による光量補正面を形成しても、第１の実施の
形態と同様の効果を得ることができる。
【００６２】
（６）第６の実施の形態
この実施の形態においても、光吸収率の高い黒色の樹脂によりフレームを形成し、フレー
ム、光量補正シート以外の構成は、第３の実施の形態と同一でなることにより、フレーム
、光量補正シートの符号４１、５１を括弧書きにより示して、この第３の実施の形態に係
る図４を流用してこの実施の形態に係るサイドライト型面光源装置を説明する。
【００６３】
ここで光量補正シート５１は、光反射率の高い、銀色のシート材により形成され、反射シ
ート４を透過した照明光を反射する。これにより光量補正シート５１は、桟４１Ｂの部分
についても、開口４１Ｃの部分についても、この透過した照明光が導光板２側に戻るよう
にし、桟４１Ｂにより反射して導光板２に戻る照明光と、桟４１Ｂ間の開口部にて導光板
２に戻る照明光との光量がほぼ等しくなるように、反射シート４を透過した照明光の光量
を補正する。
【００６４】
この第６の実施の形態によれば、光吸収率の高い黒色の樹脂によりフレームを形成する場
合に、フレーム４１及び反射シート４間に高反射率の光量補正シート５１を介挿し、この
光量補正シート５１により光量補正面を形成するようにしても、第５の実施の形態と同様
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の効果を得ることができる。
【００６５】
（７）第７の実施の形態
図５は、第７の実施の形態に係る液晶表示装置を示す分解斜視図である。この液晶表示装
置６０は、サイドライト型面光源装置６１の出射面側に液晶表示パネル６２を配置し、こ
の液晶表示パネル６２をサイドライト型面光源装置６１により照明する。
【００６６】
ここでこのサイドライト型面光源装置６１は、フレームが黒色の樹脂により形成されてい
る点を除いて、図７について上述したサイドライト型面光源装置１と同一構成により形成
される。
【００６７】
さらにこの液晶表示装置６０において、このサイドライト型面光源装置６１の背面側に、
光量補正部材６３が配置される。ここでこの光量補正部材６３は、照明光を吸収する黒色
のシート材により形成され、フレームの開口より到来する照明光を遮光し、この開口より
到来する照明光が液晶表示装置６０の背面に配置されたシールド板（図示せず）等に到達
しないようになされている。
【００６８】
図５に示す構成によれば、光吸収率の高い黒色の樹脂によりフレームを形成する場合に、
サイドライト型面光源装置の背面に光量補正部材６３を配置し、この光量補正部材により
フレームの開口より到来する照明光を遮光（吸収）するようにしても、第１の実施の形態
と同様の効果を得ることができる。
【００６９】
（８）第８の実施の形態
図６は、第８の実施の形態に係るサイドライト型面光源装置を示す分解斜視図である。こ
のサイドライト型面光源装置７０は、厚手のシート材に代えて白色ＰＥＴによるシート材
７１Ａ及び７１Ｂを積層して反射シートを形成する。すなわち実験した結果によれば、厚
さ約１８０〔μｍ〕のシート材を積層した場合、同等の厚さによる厚手のシート材を１枚
使用した場合に比して、桟に沿った輝度ムラを低減でき、高品位の照明光を出射すること
ができることが分かった。
【００７０】
図６に示す構成によれば、厚手のシート材に代えて白色ＰＥＴによるシート材７１Ａ及び
７１Ｂを積層しても、桟に沿った輝度ムラを有効に回避して、高品位の照明光を出射する
ことができる。
【００７１】
（９）他の実施の形態
なお上述の第１及び第４の実施の形態では、反射シートのフレーム側面に、桟に対応して
選択的にインクを印刷して光量補正面を形成する場合について述べたが、本発明はこれに
限らず、反射シートのフレーム側面、全面にインクを印刷して光量補正面を形成してもよ
く、さらには桟に対応する部分のうち、一部の部分だけにインクを印刷して光量補正面を
形成してもよい。また印刷するインクの灰色の程度は、要求される反射率に応じて適宜選
定すれば良く、反射率を大幅に低下させる必要がある場合には、黒色のインクを用いても
よい。
【００７２】
また上述の第３及び第６の実施の形態では、白色又は黒色の光量補正シートを介挿して光
量補正面を形成する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば黒色のシート
材に白色インクを選択的に印刷した光量補正シート、さらには白色黒色以外の光量補正シ
ートを介挿しても良く、また白色のシート材に灰色或いは黒色インクを、例えばフレーム
の桟に対応する箇所に選択的に印刷した光量補正シートにより光量補正面を形成してもよ
い。
【００７３】
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さらに上述の第７の実施の形態では、黒色のシート材により光量補正部材を構成する場合
について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば黒色の板材により光量補正部材を構成
する場合、さらには背面に配置するシールド板自体を黒色に着色してこのシールド板で光
量補正部材を構成する場合にも広く適用することができる。
【００７４】
また上述の第７の実施の形態では、黒色の樹脂によりフレームを構成する場合について述
べたが、本発明はこれに限らず、実用上充分な特性が得られる場合は、例えば白色の樹脂
によりフレームを構成する場合に、白色のシート材、板材を背面に配置して光量補正部材
を構成してもよい。
【００７５】
さらに上述の第１～第６の実施の形態では、別途光量補正面を形成する場合について述べ
たが、本発明はこれに限らず、所定の反射率の樹脂によりフレームを形成して、フレーム
の表面を光量補正面としてもよい。
【００７６】
また上述の実施の形態では、反射シート等にそれぞれ光量補正面を形成する場合について
述べたが、本発明はこれに限らず、これらを組み合わせて複数箇所に光量補正面を形成し
てもよい。
【００７７】
また上述の実施の形態では、樹脂によりフレームを構成する場合について述べたが、本発
明はこれに限らず、アルミ板材等によりフレームを構成する場合にも広く適用することが
できる。
【００７８】
また上述の第８の実施の形態においては、白色ＰＥＴによるシート材を積層する場合につ
いて述べたが、本発明はこれに限らず、銀を蒸着した銀シートを積層しても良く、また銀
シートと白色ＰＥＴシートを積層してもよい。またこれらに代えて他の材質によるシート
材を積層してもよい。
【００７９】
また上述の第８の実施の形態においては、２枚のシート材を積層する場合について述べた
が、本発明はこれに限らず、シート材を複数枚積層して上述の実施の形態と同様の効果を
得ることができ、また必要に応じて第１～第７の実施の形態に適用したシート材を組み合
わせて使用してもよい。
【００８０】
また、上述の実施の形態では、導光板の出射面と対向する面に光拡散面を形成する場合に
ついて述べたが、本発明はこれに限らず、導光板の出射面に光拡散面を形成する構成、あ
るいは出射面とこれと対向する面との両方に光拡散面を形成する構成にも広く適用するこ
とができる。
【００８１】
また上述の実施の形態では、光制御部材として片面にプリズム面を形成したプリズムシー
トを２枚配置する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、プリズムシートを１枚
だけ配置する場合、さらには両面にプリズム面を形成したいわゆる両面プリズムシートを
配置する場合、プリズムシートを取り除いて指向性を何ら補正しない場合等にも広く適用
することができる。
【００８２】
さらに上述の実施の形態では、出射面に光拡散シート、プリズムシート、保護シートを順
次配置する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、必要に応じてこれらのシート
材を種々に変更する場合にも広く適用することができる。
【００８３】
また上述の実施の形態では、白色ＰＥＴにより反射シートを構成する場合について述べた
が、本発明はこれに限らず、透明フィルムに銀を蒸着した銀シート等の正反射部材を使用
して反射シートを構成する場合にも広く適用することができる。
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【００８４】
さらに上述の実施の形態では、一端面より照明光を入射する場合について述べたが、本発
明はこれに限らず、併せて他の端面から照明光を入射する構成のサイドライト型面光源装
置にも広く適用することができる。
【００８５】
また上述の実施の形態では、一次光源として棒状光源を用いる場合について述べたが、本
発明はこれに限らず、発光ダイオード等の点光源により一次光源を構成する場合、あるい
はこれを複数配列して一次光源を形成する場合等、種々の光源によるサイドライト型面光
源装置に広く適用することができる。
【００８６】
さらに上述の実施の形態では、液晶表示装置の面光源装置に本発明を適用した場合につい
て述べたが、本発明はこれに限らず、種々の照明機器、表示装置等のサイドライト型面光
源装置に広く適用することができる。
【００８７】
【発明の効果】
上述のように本発明によれば、反射部材と保持部材間に光量補正面を形成し、又は保持部
材の背面に光量補正部材を配置し、保持部材の桟の部分における照明光光量と、開口の部
分における照明光光量がほぼ等しくなるように、光量補正面又は光量補正部材により照明
光の光量を補正することにより、又はシート材を積層して反射部材を形成することにより
、桟に沿った輝度ムラを有効に回避して、高品位の照明光を出射することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係るサイドライト型面光源装置を示す分解斜視図で
ある。
【図２】図１のサイドライト型面光源装置の動作の説明に供する断面図である。
【図３】本発明の第２の実施の形態に係るサイドライト型面光源装置に適用されるフレー
ムを示す斜視図である。
【図４】本発明の第３の実施の形態に係るサイドライト型面光源装置を示す分解斜視図で
ある。
【図５】本発明の第７の実施の形態に係る液晶表示装置を示す分解斜視図である。
【図６】本発明の第８の実施の形態に係る液晶表示装置を示す分解斜視図である。
【図７】従来のサイドライト型面光源装置を示す分解斜視図である。
【図８】図７をＡ－Ａ線により切り取って示す断面図である。
【符号の説明】
１、２０、３０、４０、５０、６１、７０　　サイドライト型面光源装置
２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　導光板
４、２１、４２、７１Ａ、７１Ｂ　　　　　　反射シート
１１、２５、４１、４５　　　　　　　　　　フレーム
１１Ｂ、２５Ｂ、４１Ｂ、４５Ｂ　　　　　　桟
２１Ａ、２６、４２Ａ、４６　　　　　　　　インク
３１、５１　　　　　　　　　　　　　　　　光量補正シート
６３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光量補正部材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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